
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
に
違
い
な
い
が
、
記
録
に
あ
る
最
初
の
帯
出
の

年
月
日
は
「
安
政
三
年
辰
五
月
八
日
杉
田
雍
助
節
用
集
」
で
あ
る
。

ま
た
購
入
の
最
後
は
「
文
久
元
年
酉
六
月
」
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
み

て
安
政
年
間
（
一
八
五
四
’
六
○
）
か
ら
文
久
一
年
（
一
八
六
一
）

に
購
入
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
目
録
は
、
①
発
行
年
、
⑨
著

者
、
⑧
原
本
の
題
名
、
側
本
の
種
別
の
順
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。

購
入
さ
れ
た
本
の
発
刊
年
を
見
る
と
、
一
七
○
○
年
代
は
、
一
七

六
八
年
の
馬
医
書
と
一
七
八
二
年
刊
の
内
外
書
の
二
部
で
あ
る
。
他

は
一
八
一
○
年
代
一
部
、
一
八
二
○
年
代
が
二
部
、
一
八
三
○
年
代

が
一
二
部
、
一
八
四
○
年
代
が
一
五
部
、
一
八
五
○
年
代
が
三
七
部
で

あ
る
。
全
六
九
部
の
う
ち
三
七
部
が
五
○
年
代
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
う
ち
邦
訳
さ
れ
る
な
ど
、
広
く
一
般
に
活
用
さ
れ

た
も
の
は
、
セ
バ
ス
チ
ア
ー
ン
の
生
理
学
書
、
オ
ン
セ
ノ
ー
ル
ド
の

眼
科
書
な
ら
び
に
外
科
書
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
内
科
書
、
プ
レ
ス

の
解
剖
書
と
限
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
本
に
も
帯
出
者

の
記
録
を
み
る
。
以
上
の
他
、
佐
賀
藩
が
購
入
し
た
關
書
の
内
容
一

覧
を
提
示
す
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）

海
上
随
鴎
（
一
七
五
九
’
一
八
二
）
は
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）

に
江
戸
か
ら
京
都
に
来
て
蘭
学
塾
を
開
い
た
。
こ
の
年
の
五
月
に
小

森
桃
鳩
と
藤
林
普
山
は
こ
の
塾
に
入
門
し
た
。
し
か
し
や
が
て
ど
の

よ
う
な
理
由
が
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
大
坂
に
移
っ
た
。
随
鷆

と
同
郷
（
鳥
取
）
の
歌
人
香
川
景
樹
（
一
七
六
八
’
一
八
四
三
）
の

日
記
に
よ
っ
て
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
十
月
初
旬
か
ら
文
化
五
年

五
月
九
日
ま
で
在
坂
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
後
再

び
京
都
に
帰
り
、
文
化
八
年
（
一
八
二
）
正
月
十
六
日
、
五
十
四

歳
で
死
去
し
た
。
京
都
へ
帰
っ
た
年
月
も
明
ら
か
で
な
い
。

私
は
次
の
二
つ
の
資
料
に
よ
っ
て
、
随
鴎
は
少
な
く
と
も
文
化
三

年
（
一
八
○
六
）
十
一
月
か
ら
文
化
六
年
十
一
月
ま
で
在
坂
し
て
い

た
と
推
量
す
る
。

海
上
随
鴎
の
在
坂
期
間
再
考

一
武
元
君
立
（
一
七
七
○
、
’
一
八
二
○
）
の
遺
著
『
北
林
造

中

山

沃
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稿
』

君
立
は
武
元
登
々
庵
（
一
七
六
七
’
一
八
一
八
）
の
弟
で
あ
り
、

そ
の
詩
文
集
『
北
林
遺
稿
』
の
文
化
丁
卯
（
四
年
）
詩
稿
に
「
春
初

寄
懐
登
登
兄
子
大
坂
」
と
題
し
、
そ
の
註
に
「
兄
自
客
冬
寓
干
大

坂
、
従
海
上
随
鴎
者
学
蘭
語
、
今
春
旭
域
社
友
欲
待
兄
帰
為
書
壹
展

観
会
、
故
前
詩
井
及
」
と
記
し
、
次
の
二
つ
の
詩
を
掲
げ
て
い
る
。

山
中
我
尚
旧
巣
鳩
、
海
上
君
今
新
押
鴎
、
聚
首
飛
鳴
何
処
好
、
旭

川
春
水
米
家
舟

池
塘
春
草
夢
魂
通
、
遥
憶
浪
華
詩
興
同
、
江
上
梅
花
看
壹
後
、
帰

瓢
一
片
桂
東
風

こ
の
詩
文
か
ら
、
登
々
庵
は
文
化
三
年
冬
か
ら
大
坂
に
居
を
定

め
、
海
上
随
鴎
に
し
た
が
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
文
化
四
年
の
春
、
岡
山
の
社
友
達
は
、
登

々
庵
が
、
岡
山
へ
帰
る
の
を
待
っ
て
、
書
書
展
観
会
を
開
く
こ
と
を

希
望
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
随
鴎
の
門
人
録
『
社
盟
録
』
に
よ
れ
ば
文
化
三
年
十
一
月
、

随
鴎
に
入
門
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
登
左
庵
は
大
坂
で
入
門

し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

二
備
前
藩
医
佐
治
玄
圃
（
碩
庵
）
の
奉
公
書

玄
圃
の
自
筆
の
奉
公
書
に
「
文
化
五
戌
辰
年
四
月
朔
日
（
註
、
玄

圃
四
十
二
歳
）
奉
願
候
而
医
業
為
修
行
、
大
坂
表
へ
罷
越
、
海
上
随

鴎
方
に
寄
宿
仕
居
申
候
」
と
書
か
れ
、
続
い
て
「
同
六
巳
己
年
十
一

月
二
十
六
日
大
坂
表
よ
り
罷
帰
申
候
」
と
あ
り
、
次
に
「
同
年
十
一

月
二
十
六
日
御
隠
居
様
来
春
御
祝
年
二
付
、
於
酒
折
宮
仲
間
一
統
之

御
祈
祷
申
上
候
、
私
儀
行
年
四
拾
三
歳
二
罷
成
申
候
、
佐
治
玄
圃
黒

印
、
花
押
、
文
化
六
巳
己
十
二
月
二
十
九
日
」
と
終
っ
て
い
る
。
玄

圃
は
、
修
業
す
る
年
令
と
し
て
は
四
十
二
歳
と
い
う
、
蘭
方
医
学
を

学
ぶ
に
は
比
較
的
高
年
で
あ
っ
た
。
家
族
を
伴
っ
た
願
書
も
出
し
て

お
ら
ず
、
単
身
で
随
鴎
の
塾
に
文
化
四
年
四
月
か
ら
文
化
六
年
十
一

月
末
ま
で
二
年
十
か
月
間
住
み
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
退
塾

し
た
の
は
随
鴎
が
京
都
へ
帰
る
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
随
鴎
は
、
文
化
三
年
十
一
月
か
ら
文
化
六
年

十
一
月
の
少
な
く
と
も
三
年
間
は
在
坂
し
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
の

よ
う
に
考
え
る
と
、
宗
田
一
氏
が
紹
介
し
た
随
鴎
の
「
文
化
五
年
十
一

月
」
の
男
性
二
体
の
解
屍
は
京
都
で
は
な
く
大
坂
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
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文
政
四
年
（
一
八
一
二
）
十
二
月
十
六
日
、
小
森
桃
鳩
一
門
が
京

都
西
刑
場
で
行
っ
た
解
屍
の
記
録
で
あ
る
、
桃
鳩
門
人
の
池
田
冬
蔵

著
『
解
臓
図
賦
』
の
中
の
冬
蔵
の
序
事
の
記
述
が
、
前
述
の
文
化
五

年
十
一
月
の
解
屍
と
矛
盾
な
く
理
解
で
き
る
。

序
事
に
「
先
是
随
鴎
先
生
首
唱
西
洋
之
学
、
和
蘭
医
流
始
旺
干
京

師
、
末
年
有
志
於
解
屍
徴
実
之
挙
、
不
果
而
没
、
故
允
其
大
祥
忌
、

吾
師
桃
塩
小
森
先
生
普
山
藤
林
氏
及
同
門
許
多
人
相
議
而
挙
事
、
令

大
橋
道
鳩
等
執
刀
、
遂
終
其
志
、
千
時
文
化
九
年
壬
申
冬
云
灸
」
。

文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
十
一
月
の
解
屍
が
大
坂
で
行
わ
れ
た
か
ら
、

小
森
と
池
田
が
こ
の
『
解
臓
図
賦
』
で
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
の

を
理
解
で
き
る
。
山
本
四
郎
氏
の
「
小
森
や
池
田
が
こ
の
文
化
五
年

十
一
月
の
解
剖
に
ふ
れ
ず
、
先
師
の
遺
志
を
つ
い
で
解
剖
し
た
と
あ

る
の
は
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ
る
」
と
い
う
疑
問
、
お
よ
び
宗
田
氏
の
疑

問
も
氷
解
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
森
も
藤
林
も
文
化
五
年
十
一

月
に
は
京
都
に
お
り
、
大
坂
の
解
屍
に
参
加
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、

随
鴎
は
京
都
の
門
人
と
と
も
に
、
京
師
の
地
で
解
剖
を
行
い
た
か
っ

た
こ
と
を
も
ら
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
化
五
年
（
一
八

○
八
）
に
は
、
大
坂
で
は
間
重
富
（
一
七
五
六
’
一
八
一
六
）
、
橋
本

宗
吉
（
一
七
六
三
’
一
八
三
七
、
芝
蘭
堂
の
四
天
王
の
一
人
）
、
伏
屋

素
狄
（
一
七
四
七
、
’
一
八
二
）
、
二
代
目
大
谷
尚
斎
（
一
七
六
五
’

一
八
二
六
）
、
斎
藤
方
策
（
一
七
七
一
’
一
八
四
九
）
、
各
務
文
献

（
一
七
五
五
’
一
八
一
九
）
、
藤
田
顕
蔵
（
一
七
七
○
’
一
八
二
九
）
、

野
呂
天
然
（
一
七
六
四
’
一
八
三
四
）
と
多
士
済
々
で
、
こ
れ
ら
の

人
々
が
集
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
解
屍
状
景
の
ス
ケ
ッ
チ

は
五
八
人
の
人
物
を
描
い
て
い
る
。
な
か
な
か
の
盛
況
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

（
岡
山
大
学
医
学
部
）
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